
理科の見方・考え方を働かせるとは

生活の中でいろいろなものを燃やすことがありますね。先日
のキャンプで、すぐに、まきの火が消えてしまったのはどうして
でしょう。

まきが湿っていたか
らじゃないのかな。乾
いている方が…。

まきとまきのすき間がなくて、
酸素が届かないのかな。

花火で使うロウソクに火
をつけるとき、手をそえて
つけたけど、それがな
かったからだよ。

山の上は、火がつきにく
いんだよ。山頂ではお米が
すぐに炊けなかったし…、
空気も薄いって聞いたよ。

口から送る空気の量が少
なかったからだよ。

息は、うちわであおぐ
空気と違うから…。

燃えやすいまきがあると聞
いたことがあるよ。木の種類
で違いがあるんだよ。

🔴それぞれの子供たちがどのような見方・考え方を働かせているのか、

教師側が見取れるようになることが大切です。
学習課題の設定や、課題解決をしていく探究の過程にも影響してきます。

（量的・関係付ける）

（質的・比較する）

（空間的・多面的に考える）

（多様性・比較する）（実体的・関係付ける）

（質的・比較する）

🔴同じ事物・現象に対してでも、子供たちは、さまざまな

見方・考え方を働かせていることが分かります。

（原因・関係付ける）

それでは、〇さんと〇〇さ
んの発言を基にして、空気
中の酸素の量の割合が燃
えることにどのように関係
するのか、考えていきま
しょう。

【理科の見方・考え方】

（量的・関係的、条件を制御する）

理科

まきが燃え続けるために
はどうしたらよいでしょうか。

※解決可能なもの、解決すべき課題への焦点
化既習事項や生活経験による根拠ある予想
を取り上げる


